



Relationship between menstrual discomfort symptoms and mother 
daughter relations in female college students 
 
 




Yukiko YANO and Mitsuru TSUCHIDA* 
Aichi Mizuho Junior College   







キーワード： 月経不快症状; 母娘関係; 月経教育. 

































































状は、身体症状 6 項目、精神症状 4 項目について「強













だ＝4 点」、「そのとおり＝5 点」、「全くその通り＝6 点」








り類型化した 4 つのグループ間で Kruskal-Wallis の
H検定及び Bonferroni補正のMann-Whitneyの U検













調査対象者 349 名のうち、調査表に記入漏れがある 





































因子を採用し、因子負荷量が 0.40 以上の 29 の質問項 
目について因子を構成した。各因子の Cronbach の α








から、『拒否・侮蔑』と命名した。第 2 因子は「5.自分 
に向けられる母親の愛を感じるようになった」「4.母を
尊敬するようになった」などの 7 質問項目からなり、 



























































































表 1 初経時期の母親との関係 因子分析の結果 
第1因子 第2因子 第3因子
第1因子　拒否・侮蔑
16 母親がつまらない人間に思えてきた .841 -.047 .078
15 母親を恥ずかしいと思った .833 -.041 .089
14 母親とは口をきくのも面倒だった .830 -.016 -.072
11 母親と無縁になりたかった .800 -.127 -.015
7 母親がうっとうしくなった .798 .091 -.068
6 母親がいなければいいと思ったことがあった .797 .031 -.087
13 母親の世話になっていることが苦痛だった .754 -.012 -.036
3 母親を恨むようになった .744 -.101 .038
1 母親を嫌うようになった .735 -.044 -.016
9 相談相手として母親は頼りなかった .715 -.028 -.138
17 母親の愛情を素直に受けとめられなかった .702 .023 -.055
26 母親のようにはなりたくないと思った .701 .018 -.035
30 母親の存在がうすくなった .657 -.051 .120
27 母親がぎこちない態度で私に接しているのがよくわかった .646 .032 .168
21 母親に支配されていた .646 -.035 .144
24 母親への甘えを拒否しようとした .627 .130 -.014
28 母親は私の成長に関心を示さなかった .609 -.150 .076
8 母親の適当なあしらい方を心得た .602 .306 -.141
18 家出にあこがれた .598 .083 .125
22 母親はいつまでも私を子ども扱いしていた .571 .042 .194
20 母親は私の機嫌をうかがっていた .408 .201 .176
第2因子　敬愛
5 自分に向けられる母親の愛を感じるようになった -.044 .851 .059
4 母親を尊敬するようになった -.042 .846 .043
12 母親への感謝の念がおこった .025 .775 .059
2 母親の人生に共感を覚えるようになった -.034 .672 .023
19 母親は私を尊重してくれた -.195 .629 .309
10 母親をひとりの人間としてみるようになった .157 .621 .064
29 母親の期待に応えようと努力した .041 .508 .278
第3因子　依存
25 母親の言うことをきいていれば間違いないと思った -.047 .305 .594
23 母親以外に相談相手はいなかった .118 .160 .480
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固有値 10.948 4.514 1.387
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄与率（％） 34.968 12.937 3.338
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　累積寄与率（％） 34.968 47.905 51.243











子負荷量が 0.45 以上の 28 の質問項目について因子を
構成した。各因子の Cronbach のα係数は 0.923～
0.919 であった。 
























































































表 2 現在の母親との関係 因子分析の結果 
第1因子 第2因子 第3因子
第1因子　親密　　（α＝0.919）
4 母親の気持ちを理解したいと思う .826 .036 -.033
17 母親を好きだと言える .808 -.075 -.054
10 母親とのつながりの強さを感じる .793 .027 .053
11 母親孝行したい .773 .010 -.038
3 母親を愛していると素直に言える .732 .032 -.072
12 母親とは心が通じ合っている .731 -.115 -.013
16 母親を裏切りたくない .678 -.136 .059
22 母親だけは私の味方だと思う .666 -.116 .013
20 母親をありがたいと思っている .620 -.123 .051
26 母親には心配をかけたくない .614 -.030 -.012
29 母親にはいつまでも強くいて欲しいと思う .583 -.022 -.021
14 母親は一番の理解者だと思う .567 -.300 .117
5 母親の干渉をききながせる .531 .411 -.030
18 母親に反対されると自信がなくなる .531 .172 .170
25 母親無しの生活は考えられない .478 -.037 -.131
第2因子　嫌悪・不信　　（α＝0.923）
6 母親にはあまり接近したくない -.034 .867 -.057
2 母親のことは考えたくない -.045 .865 -.128
9 母親のことを考えると気分が沈む -.053 .814 -.037
1 母親との間に崩しがたい壁がある .175 .797 -.156
23 母親にはうんざりしている -.083 .746 .051
15 母親をまともに相手にする気にならない -.110 .677 .047
7 母親とは違った生き方をしたい .074 .661 .232
19 母親を信用できない -.147 .621 .021
8 早く母親から独立したい .003 .615 .262
27 母親から信頼されていない .023 .584 -.001
28 母親から何も期待されていない -.086 .490 .031
第3因子　心理的離乳　　（α＝0.920）
13 母親を追い越したいと思う .044 -.118 .838
21 母親だけには負けたくない -.057 .036 .728
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 1.000 -.607 .132
Ⅱ -.607 1.000 .290




































































































表 3 母娘関係と不快症状との関連 
軽度 中程度 重度 軽度 中程度 重度
低値 67（39.6） 53（31.3） 49（28.9） 57（33.7） 55（32.5） 57（33.7）
高値 49（29.6） 46（27.8） 　70（42.4） 41（24.8） 65（39.3） 　59（35.7）
低値 60（35.5） 49（28.9） 60（35.5） 41（24.2） 62（36.6） 66（39.0）
高値 56（33.9） 50（30.3）  59（35.7） 57（34.5） 58（35.1）  50（30.3）
低値 63（33.8） 59（31.7） 　64（34.4） 60（32.2） 65（34.9） 　61（32.7）
高値 53（35.8） 40（27.0） 　55（37.1） 38（25.6） 55（37.1） 　55（37.1）
低値 68（40.4） 45（26.7） 55（32.7） 51（30.3） 66（39.2） 51（30.3）
高値 48（28.9） 54（32.5）  64（38.5） 47（28.3） 54（32.5）  65（39.1）
低値 65（39.8） 53（32.5） 45（27.6） 60（36.8） 56（34.3） 47（28.8）
高値 51（29.8） 46（26.9） 74（43.2） 38（22.2） 64（37.4） 69（40.3）
低値 54（36.2） 47（31.5） 48（32.2） 49（32.8） 53（35.5） 47（31.5）
高値 62（33.5） 52（28.1） 71（38.3） 49（26.4） 67（36.2） 69（37.2）
　　　　n.s.有意差なし, *ｐ＜0.05, **p<0.01
人数（％）
軽度 中程度 重度 軽度 中程度 重度
低値 63（37.2） 52（30.7） 54（31.9） 61（36.0） 50（29.5） 58（34.3）
高値 47（28.4） 41（24.8） 　77（46.6） 43（26.0） 52（31.5） 　70（42.4）
低値 51（30.1） 50（29.5） 68（40.2） 48（28.4） 54（31.9） 67（39.6）
高値 59（35.7） 43（26.0）  63（38.1） 56（33.9） 48（29.0）  61（36.9）
低値 64（34.4） 50（26.8） 　72（38.7） 62（33.3） 58（31.1） 　66（35.4）
高値 46（31.0） 43（29.0） 　59（39.8） 42（28.3） 44（29.7） 　62（41.8）
低値 65（38.6） 44（26.1） 59（35.1） 56（33.3） 56（33.3） 56（33.3）
高値 45（27.1） 49（29.5）  72（43.3） 48（28.9） 46（27.7）  72（43.3）
低値 62（38.0） 48（29.4） 53（32.5） 62（38.0） 47（28.8） 54（33.1）
高値 48（28.0） 45（26.3） 78（45.6） 42（24.5） 55（32.1） 74（43.2）
低値 48（32.2） 47（31.5） 54（36.2） 50（33.5） 46（30.8） 53（35.5）








































軽度 中程度 重度 軽度 中程度 重度
低値 67（39.6） 53（31.3） 49（28.9） 57（33.7） 55（32.5） 57（33.7）
高値 49（29.6） 46（27.8） 　70（42.4） 41（24.8） 65（39.3） 　59（35.7）
低値 60（35.5） 49（28.9） 60（35.5） 41（24.2） 62（36.6） 66（39.0）
高値 56（33.9） 50（30.3）  59（35.7） 57（34.5） 58（35.1）  50（30.3）
低値 63（33.8） 59（31.7） 　64（34.4） 60（32.2） 65（34.9） 　61（32.7）
高値 53（35.8） 40（27.0） 　55（37.1） 38（25.6） 55（37.1） 　55（37.1）
低値 68（40.4） 45（26.7） 55（32.7） 51（30.3） 66（39.2） 51（30.3）
高値 48（28.9） 54（32.5）  64（38.5） 47（28.3） 54（32.5）  65（39.1）
低値 65（39.8） 53（32.5） 45（27.6） 60（36.8） 56（34.3） 47（28.8）
高値 51（29.8） 46（26.9） 74（43.2） 38（22.2） 64（37.4） 69（40.3）
低値 54（36.2） 47（31.5） 48（32.2） 49（32.8） 53（35.5） 47（31.5）
高値 62（33.5） 52（28.1） 71（38.3） 49（26.4） 67（36.2） 69（37.2）
　　　　n.s.有意差なし, *ｐ＜0.05, **p<0.01
人数（％）
軽度 中程度 重度 軽度 中程度 重度
低値 63（37.2） 52（30.7） 54（31.9） 61（36.0） 50（29.5） 58（34.3）
高値 47（28.4） 41（24.8） 　77（46.6） 43（26.0） 52（31.5） 　70（42.4）
低値 51（30.1） 50（29.5） 68（40.2） 48（28.4） 54（31.9） 67（39.6）
高値 59（35.7） 43（26.0）  63（38.1） 56（33.9） 48（29.0）  61（36.9）
低値 64（34.4） 50（26.8） 　72（38.7） 62（33.3） 58（31.1） 　66（35.4）
高値 46（31.0） 43（29.0） 　59（39.8） 42（28.3） 44（29.7） 　62（41.8）
低値 65（38.6） 44（26.1） 59（35.1） 56（33.3） 56（33.3） 56（33.3）
高値 45（27.1） 49（29.5）  72（43.3） 48（28.9） 46（27.7）  72（43.3）
低値 62（38.0） 48（29.4） 53（32.5） 62（38.0） 47（28.8） 54（33.1）
高値 48（28.0） 45（26.3） 78（45.6） 42（24.5） 55（32.1） 74（43.2）
低値 48（32.2） 47（31.5） 54（36.2） 50（33.5） 46（30.8） 53（35.5）
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7 9.6 3 1.3 49 28. 57 3.7 5 32. 7 3.7
9 9.6 6 7. 0 2.4 1 4.8 65 9.3 59 35.7
60 5.5 49 8.9 0 35.5 1 4.2 62 6.6 6 .0
6 3.9 50 30.3  59 5.7 7 4.5 5 35.1  50 0.3
3 3.8 9 31.7 64 4.4 0 2.2 65 4.9 1 2.7
53 5.8 0 7. 5 7.1 38 5.6 55 37.1 55 37.1
8 40.4 5 .7 5 2.7 1 0. 6 9.2 1 0.
8 8.9 54 32.  64 38.5 7 .3 54 32.5  65 39.1
5 9.8 53 32.5 45 27.6 0 6.8 56 34.3 47 28.8
51 9.8 6 .9 4 3.2 38 2.2 64 7.4 69 0.3
54 6. . 48 2. 49 2.8 53 5.5 47 1.
. 52 8.1 1 38.3 49 6.4 67 6. 69 37.2
　　　　n.s. , *ｐ 0.05, **p<0.01
人数（％）
軽度 中程度 重度 軽度 中程度 重度
低値 63（37.2） 52（30.7） 54（31.9） 61（36.0） 50（29.5） 58（34.3）
高値 47（28.4） 41（24.8） 　77（46.6） 43（26.0） 52（31.5） 　70（42.4）
低値 51（30.1） 50（29.5） 68（40.2） 48（28.4） 54（31.9） 67（39.6）
高値 59（35.7） 43（26.0）  63（38.1） 56（33.9） 48（29.0）  61（36.9）
低値 64（34.4） 50（26.8） 　72（38.7） 62（33.3） 58（31.1） 　66（35.4）
高値 46（31.0） 43（29.0） 　59（39.8） 42（28.3） 44（29.7） 　62（41.8）
低値 65（38.6） 44（26.1） 59（35.1） 56（33.3） 56（33.3） 56（33.3）
高値 45（27.1） 49（29.5）  72（43.3） 48（28.9） 46（27.7）  72（43.3）
低値 62（38.0） 48（29.4） 53（32.5） 62（38.0） 47（28.8） 54（33.1）
高値 48（28.0） 45（26.3） 78（45.6） 42（24.5） 55（32.1） 74（43.2）
低値 48（32.2） 47（31.5） 54（36.2） 50（33.5） 46（30.8） 53（35.5）



















































































7) 前掲 2) 
8) 久保田まり：アタッチメントの研究－内的ワーキング・モ
デルの形成と発達－、371‐374、川島書店、1995 
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